
平成２９年９月２６日（火）第２回緑化主任会１５：３０～１６：３０ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑 化 研 修 会 
講師：内田 孝司 先生（小豆坂小学校 校務員：副総括主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑化研修会開始１５：４０ 

内田孝司先生の講義 

１ 部長あいさつ 

２ 担当指導主事あいさつ 

３ 議事 

 【議題１】緑の銀行 

【議題２】緑の募金 

【議題３】緑化調査活動 

【議題４】ホームページ 

４ その他 

５ 部長あいさつ 

 

準備をする講師（内田孝司先生）と世話係（柴田多津彦先生）１４：４５～１５：１０ 

上地小学校運動場を駐車場に、図工室手前で受付 

講師（内田先生） 担当主事（夏目弘之先生） 
内藤部長 北村部長 

世話係（半田先生・野村先生） １５：３０～１５：４０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つまようじの先に種を１粒ずつくっつけて、セルトレイの土の上に置く。種が動かないように、手で
種を少し押してやることが大切です。種まきが、一番大切です。これを一粒ずつ丁寧にやらないと、う
まく生長しません」と言われたことが印象的でした。愛情をこめて育てると、花が咲いた時、本当に幸
せを感じると思います。 

講師の内田孝司先生による実習 

講師  ：内田 孝司 先生 
企画運営：柴田多津彦 先生 
価値ある緑化研修会になりました。お二人に感謝いたします。 

セルトレイに種まき専用土のプライミックスを入れる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内田孝司先生の講義と実習は、参加された先生方が「おー」「あ、なるほど」と思わず歓声があがる

役に立つ内容ばかりでした。机の天板をとってしまうと、種まき用の台としてとても便利であることも

教えていただきました。この台のおかげで、腰を曲げずに種をまくことができるそうです。ちょっとし

た工夫で作業を楽に、能率的にできることを学びました。セルトレイを使って種まきをするのが初めて

の先生が約７割程度いました。プロの技を学ぶことができ、価値ある研修会になりました。講師の内田

孝司先生、そして、会場、材料の準備等をしてくださって柴田多津彦先生に本当に感謝しています。

参加された先生方が熱心に研修に取り組んでくださったことにも感謝しています。 

白色のパンジーを移植（ポット上げ） 

約４５分間の緑化研修会で、１０粒のペチュニアの種が置かれたセルトレイと白色のパンジーのポットができ

あがりました。これを持ち帰って、美しい花を咲かせるのが楽しみです。 

セルトレイに水を与える工夫として、セルトレイの受け皿を準備すると便利であると教えていただきました 

緑化研修会終了１６：３０ 


